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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月2日(2009.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＴｒｋＢ受容体に接触し、それを活性化し又はそれを抑止することにより治療できる疾患
の治療を必要とする患者の疾患を治療するため又は神経細胞若しくはその他の細胞の生存
を促進するための薬剤であって、有効量の、ＴｒｋＢ受容体分子に結合特異性及び／又は
調節特異性を持つ化合物から成り、該化合物が脳由来神経栄養因子（ＢＤＮＦ）のβ－タ
ーンループの類似体である薬剤。
【請求項２】
前記疾患が、アルツハイマー病、ハンチントン病、筋萎縮性側索硬化症、レット症候群、
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てんかん、パーキンソン病、脊髄損傷、脳梗塞、低酸素症、虚血症、脳損傷、糖尿病性神
経障害、末梢性神経障害、神経移植合併症、運動ニューロン病、多発性硬化症、ＨＩＶ痴
呆症、末梢神経障害、聴力損失、鬱病、肥満症、メタボリックシンドローム、痛み、癌、
及びその他のＴｒｋＢを発現する細胞の変性又は機能不全を含む病気からなる群から選択
される請求項１に記載の薬剤。
【請求項３】
前記化合物が下記化学式（Ｉ）
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキ
シカルボニル基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基及びジアルキルカルバモイル
基からなる群から選択され；Ｘ１及びＸ２は、独立して、ＣＨ２基及びＮＲ４基（式中、
Ｒ４は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択
され；Ｄ１は水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、水酸基、アルコキシ基
、アリールオキシ基、アラルコキシ基及び下式の基
【化２】

（式中、各Ｒ５及びＲ６は水素原子、アルキル基、アラルキル基又はアリール基である。
）からなる群から選択される。）で表される構造を持つ化合物、又はその医薬的に許容さ
れうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項４】
前記化合物が下記構造

【化３】

の化合物又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネート又は
その立体異性体である請求項１～３のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項５】
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前記化合物が下記化学式（II）
【化４】

（式中、Ｌ１及びＬ３は、独立して、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基、アリーレン基、アラル
キレン基及び置換アリーレン基からなる群から選択され；Ｌ２は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基、アリーレン基、アラルキレン基、置換アリーレン基、

【化５】

からなる群から選択され；Ｌ４は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基であり；Ｚ１、Ｚ２及びＺ

３は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基及びアラルキル基から選択され；Ｘ

３、Ｘ４、Ｘ５及びＸ６は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｙ１、Ｙ２及びＹ３は、独
立して、カルボニル基、スルホニル基又はメチレン基であり；Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４及びＤ５

は、独立して、水素原子、アルキル基、ハロ基、水酸基、メルカプト基、メルカプトアル
キル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アラルコキシ基、アシルオキシ基、カルボキ
シル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカル
ボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカル
バモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項６】
前記化合物が下式
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【化７】

から成る群から選択される化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド
若しくはカーボネート請求項１、２又は５に記載の薬剤。
【請求項７】
前記化合物が下記化学式（III）

【化８】

（式中、Ｌ５は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基を表し；Ｘ７及びＸ８は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｒ１０及びＲ１１は、独
立して、水素原子、ハロ基、アルキル基及びシアノ基から成る群から選択され；Ｄ６、Ｄ

７及びＤ８は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ基、
水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカプト
アルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アリール
オキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、ア
ルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項８】
前記化合物が下式

【化９】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートで
ある請求項１、２又は７に記載の薬剤。
【請求項９】
前記化合物が下記化学式（IV）
【化１０】

（式中、Ｘ９及びＸ１０は、独立して、ＣＨ２基又はＮＲ４基（式中、Ｒ４は水素原子、
アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）であり；Ｒ１２は、水素原
子、アルキル基、アラルキル基、アリール基、アシル基、カルバモイル基、アルキルカル
バモイル基及びジアルキルカルバモイル基からなる群から選択され；Ｒ１３は、水素原子
、アルキル基、アリール基、アラルキル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリー
ルオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アルキルカルバモ
イル基及びジアルキルカルバモイル基からなる群から選択され；Ｒ１４及びＲ１５は、独
立して、水素原子、アルキル基、置換アルキル基及びアラルキル基からなる群から選択さ
れ；Ｒ１６は、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、水酸基、アルコキシ
基、アリールオキシ基、アラルコキシ基、及び
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【化２】

（式中、Ｒ５及びＲ６は水素原子、アルキル基、アラルキル基又はアリール基から選択さ
れる。）からなる群から選択される。）で表される構造を持つ化合物、又はその医薬的に
許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請求項１又は２に記載の
薬剤。
【請求項１０】
前記化合物が下式

【化１１】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネート又
はその立体異性体である請求項１、２又は９に記載の薬剤。
【請求項１１】
前記化合物が下記化学式（Ｖ）
【化１２】

（式中、Ｌ６及びＬ７は、独立して、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ

１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ１１は、Ｏ、Ｓ、ＣＨ２基又はＮＲ１７基であり（式
中、Ｒ１７は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）；
Ｘ１２、Ｘ１３及びＸ１４は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｘ１５は、Ｏ、Ｓ及びＮ
Ｒ１８基（式中、Ｒ１８は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択
される。）から成る群から選択され；Ｄ９、Ｄ１０、Ｄ１１及びＤ１２は、独立して、水
素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラ
ルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、アシルオキシ基
、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラル
コキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジア
ルキルカルバモイル基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項１２】
前記化合物が下式

【化１３】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネート又
はその立体異性体である請求項１、２又は１１に記載の薬剤。
【請求項１３】
前記化合物が下記化学式（VI）
【化１４】

（式中、Ｌ８は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基を表し；Ｘ１６は、Ｏ、Ｓ及びＮＲ１９基（式中、Ｒ１９は水素原子、アルキル基、
アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ１７は、Ｏ、Ｓ、ＣＨ

２基及びＮＲ２０基（式中、Ｒ２０は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール
基から選択される。）から選択され；Ｘ１８及びＸ１９は、独立して、Ｎ及びＣＨ基から
選択され；Ｄ１３及びＤ１４は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプ
ト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボ
ニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カ
ルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項１４】
前記化合物が下式

【化１５】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートで
ある請求項１、２又は１３に記載の薬剤。
【請求項１５】
前記化合物が下記化学式（VII）
【化１６】

（式中、ｍ及びｎは、独立して、１又は２であり；各Ｌ９及びＬ１０は、存在してもしな
くてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ２０及びＸ２１は
、独立して、ＣＨ基、ＣＨ２基、Ｎ及びＮＲ４基（式中、Ｒ４は水素原子、アルキル基、
アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ２２は、水素原子及び
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ハロ基から選択され；各Ｄ１５及びＤ１６は、独立して、水素原子、アルキル基、アリー
ル基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ
基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキル
オキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシル
アミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項１６】
前記化合物が下式

【化１７】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートで
ある請求項１、２又は１５に記載の薬剤。
【請求項１７】
前記化合物が下記化学式（VIII）
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【化１８】

（式中、Ｌ１１は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキ
レン基を表し；Ｘ２３は、Ｎ又はＣＨ基を表し；Ｒ２１及びＲ２２は、独立して、水素原
子、アルキル基、アラルキル基、アリール基及びハロ基から成る群から選択され；Ｄ１７

、Ｄ１８及びＤ１９は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、
ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メ
ルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、
アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイ
ル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項１８】
前記化合物が下式
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【化１９】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートか
ら成る群から選択される請求項１、２又は１７に記載の薬剤。
【請求項１９】
前記化合物が下記化学式（IX）
【化２０】

（式中、Ｌ１２は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキ
レン基を表し；Ｘ２４は、Ｎ又はＣＨ基を表し；Ｒ２３は、水素原子、アルキル基、アラ
ルキル基、アリール基及びハロ基から成る群から選択され；Ｄ２０、Ｄ２１、Ｄ２２、Ｄ

２３及びＤ２４は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ
基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカ
プトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アリ
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ールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基
、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項２０】
前記化合物が下式

【化２１】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートで
ある請求項１、２又は１９に記載の薬剤。
【請求項２１】
前記化合物が下記化学式（Ｘ）

【化２２】

（式中、ｔは１又は２であり；各Ｌ１３は、存在してもしなくてもよく、存在する場合に
は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ２５及びＸ２６は、Ｎ及びＣＨ基から選択され
；Ｘ２７は、Ｎ、ＣＨ基、ＣＨ２基及びＮＲ２５基（式中、Ｒ２５は水素原子又はアルキ
ル基を表す。）から選択され；Ｒ２４は、水素原子、アルキル基、アラルキル基、アリー
ル基及びハロ基から選択され；Ｄ２５及び各Ｄ２６は、独立して、水素原子、アルキル基
、アリール基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリー
ルオキシ基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、
アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基
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、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル
基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項２２】
前記化合物が下式

【化２３】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートで
ある請求項１、２又は２１に記載の薬剤。
【請求項２３】
前記化合物が下記化学式（XI）

【化２４】

（式中、Ｘ２８は、ＣＨ２基、Ｏ、Ｓ及びＮＲ２６基（式中、Ｒ２６は水素原子、アルキ
ル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ２９は、Ｎ又は
ＣＨ基を表し；Ｘ３０は、ＣＨ２基又はＮＲ２７基を表し（式中、Ｒ２７は水素原子、ア
ルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）；Ｘ３１は、Ｎ又はＣＨ基を
表し；Ｄ２７、Ｄ２８及び各Ｄ２９は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、
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アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メ
ルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシ
カルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ
基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ化合
物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートである請
求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項２４】
前記化合物が下式

【化２５】

の化合物、又はその医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートで
ある請求項１、２又は２３に記載の薬剤。
【請求項２５】
ＴｒｋＢ受容体に結合特異性及び／又は調節特異性を持つ親化合物であって、該化合物が
化学式（Ｉ）～（XI）のいずれか１つの構造を有し、該化学式（Ｉ）が下記
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキ
シカルボニル基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基及びジアルキルカルバモイル
基からなる群から選択され；Ｘ１及びＸ２は、独立して、ＣＨ２基及びＮＲ４基（式中、
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Ｒ４は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択
され；Ｄ１は水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、水酸基、アルコキシ基
、アリールオキシ基、アラルコキシ基及び下式の基
【化２】

（式中、各Ｒ５及びＲ６は水素原子、アルキル基、アラルキル基又はアリール基である。
）からなる群から選択される。）で表される構造を持ち、
該化学式（II）が下記
【化４】

（式中、Ｌ１及びＬ３は、独立して、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基、アリーレン基、アラル
キレン基及び置換アリーレン基からなる群から選択され；Ｌ２は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基、アリーレン基、アラルキレン基、置換アリーレン基、
【化５】

からなる群から選択され；Ｌ４は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基であり；Ｚ１、Ｚ２及びＺ

３は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基及びアラルキル基から選択され；Ｘ

３、Ｘ４、Ｘ５及びＸ６は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｙ１、Ｙ２及びＹ３は、独
立して、カルボニル基、スルホニル基又はメチレン基であり；Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４及びＤ５

は、独立して、水素原子、アルキル基、ハロ基、水酸基、メルカプト基、メルカプトアル
キル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アラルコキシ基、アシルオキシ基、カルボキ
シル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカル
ボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカル
バモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（III）が下記
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【化８】

（式中、Ｌ５は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基を表し；Ｘ７及びＸ８は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｒ１０及びＲ１１は、独
立して、水素原子、ハロ基、アルキル基及びシアノ基から成る群から選択され；Ｄ６、Ｄ

７及びＤ８は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ基、
水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカプト
アルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アリール
オキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、ア
ルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（IV）が下記

【化１０】

（式中、Ｘ９及びＸ１０は、独立して、ＣＨ２基又はＮＲ４基（式中、Ｒ４は水素原子、
アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）であり；Ｒ１２は、水素原
子、アルキル基、アラルキル基、アリール基、アシル基、カルバモイル基、アルキルカル
バモイル基及びジアルキルカルバモイル基からなる群から選択され；Ｒ１３は、水素原子
、アルキル基、アリール基、アラルキル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリー
ルオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アルキルカルバモ
イル基及びジアルキルカルバモイル基からなる群から選択され；Ｒ１４及びＲ１５は、独
立して、水素原子、アルキル基、置換アルキル基及びアラルキル基からなる群から選択さ
れ；Ｒ１６は、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、水酸基、アルコキシ
基、アリールオキシ基、アラルコキシ基、及び
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【化２】

（式中、Ｒ５及びＲ６は水素原子、アルキル基、アラルキル基又はアリール基から選択さ
れる。）からなる群から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（Ｖ）が下記

【化１２】

（式中、Ｌ６及びＬ７は、独立して、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ

１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ１１は、Ｏ、Ｓ、ＣＨ２基又はＮＲ１７基であり（式
中、Ｒ１７は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）；
Ｘ１２、Ｘ１３及びＸ１４は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｘ１５は、Ｏ、Ｓ及びＮ
Ｒ１８基（式中、Ｒ１８は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択
される。）から成る群から選択され；Ｄ９、Ｄ１０、Ｄ１１及びＤ１２は、独立して、水
素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラ
ルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、アシルオキシ基
、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラル
コキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジア
ルキルカルバモイル基、

【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（VI）が下記
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【化１４】

（式中、Ｌ８は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基を表し；Ｘ１６は、Ｏ、Ｓ及びＮＲ１９基（式中、Ｒ１９は水素原子、アルキル基、
アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ１７は、Ｏ、Ｓ、ＣＨ

２基及びＮＲ２０基（式中、Ｒ２０は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール
基から選択される。）から選択され；Ｘ１８及びＸ１９は、独立して、Ｎ及びＣＨ基から
選択され；Ｄ１３及びＤ１４は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプ
ト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボ
ニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カ
ルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、

【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（VII）が下記
【化１６】

（式中、ｍ及びｎは、独立して、１又は２であり；各Ｌ９及びＬ１０は、存在してもしな
くてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ２０及びＸ２１は
、独立して、ＣＨ基、ＣＨ２基、Ｎ及びＮＲ４基（式中、Ｒ４は水素原子、アルキル基、
アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ２２は、水素原子及び
ハロ基から選択され；各Ｄ１５及びＤ１６は、独立して、水素原子、アルキル基、アリー
ル基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ
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基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキル
オキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシル
アミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（VIII）が下記

【化１８】

（式中、Ｌ１１は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキ
レン基を表し；Ｘ２３は、Ｎ又はＣＨ基を表し；Ｒ２１及びＲ２２は、独立して、水素原
子、アルキル基、アラルキル基、アリール基及びハロ基から成る群から選択され；Ｄ１７

、Ｄ１８及びＤ１９は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、
ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メ
ルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、
アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイ
ル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（IX）が下記
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【化２０】

（式中、Ｌ１２は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキ
レン基を表し；Ｘ２４は、Ｎ又はＣＨ基を表し；Ｒ２３は、水素原子、アルキル基、アラ
ルキル基、アリール基及びハロ基から成る群から選択され；Ｄ２０、Ｄ２１、Ｄ２２、Ｄ

２３及びＤ２４は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ
基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカ
プトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アリ
ールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基
、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（Ｘ）が下記

【化２２】

（式中、ｔは１又は２であり；各Ｌ１３は、存在してもしなくてもよく、存在する場合に
は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ２５及びＸ２６は、Ｎ及びＣＨ基から選択され
；Ｘ２７は、Ｎ、ＣＨ基、ＣＨ２基及びＮＲ２５基（式中、Ｒ２５は水素原子又はアルキ
ル基を表す。）から選択され；Ｒ２４は、水素原子、アルキル基、アラルキル基、アリー
ル基及びハロ基から選択され；Ｄ２５及び各Ｄ２６は、独立して、水素原子、アルキル基
、アリール基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリー
ルオキシ基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、
アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基
、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル
基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（XI）が下記
【化２４】

（式中、Ｘ２８は、ＣＨ２基、Ｏ、Ｓ及びＮＲ２６基（式中、Ｒ２６は水素原子、アルキ
ル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ２９は、Ｎ又は
ＣＨ基を表し；Ｘ３０は、ＣＨ２基又はＮＲ２７基を表し（式中、Ｒ２７は水素原子、ア
ルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）；Ｘ３１は、Ｎ又はＣＨ基を
表し；Ｄ２７、Ｄ２８及び各Ｄ２９は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、
アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メ
ルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシ
カルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ
基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、

【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
又はこれらの医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートであり、
ただし、化学式（Ｉ）～（XI）で表される化合物が下記
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【化２６】
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【化２７】
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【化２８】

から成る群から選択される化合物ではない化合物。
【請求項２６】
ＴｒｋＢ受容体が存在する環境で用いるための医療機器の製法であって、該医療機器を、
ＴｒｋＢ受容体分子に結合特異性及び／又は調節特異性を持つ化合物から成る組成物で被
覆することからなり、該化合物が脳由来神経栄養因子（ＢＤＮＦ）のβ－ターンループの
類似体である製法。
【請求項２７】
下記（ａ）及び（ｂ）から成るＴｒｋＢ受容体を有する細胞を描写する方法。
（ａ）該細胞に、ＴｒｋＢ受容体分子に結合特異性及び／又は調節特異性を持つ化合物を
接触させる段階であって、該化合物が脳由来神経栄養因子（ＢＤＮＦ）のβ－ターンルー
プの類似体であり、該化合物が更に検出可能なラベルを含む段階、及び
（ｂ）該検出可能なラベルを検出し、それにより該細胞を描写する段階
【請求項２８】
活性成分と医薬グレードの担体との単位投与量から成る医薬組成物であって、該活性成分
が化学式（Ｉ）～（XI）のいずれか１つの構造を有する化合物から選択される化合物、又
はこれらの医薬的に許容されうる塩、エステル、アミド若しくはカーボネートであり、該
化学式（Ｉ）が下記
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【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキ
シカルボニル基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基及びジアルキルカルバモイル
基からなる群から選択され；Ｘ１及びＸ２は、独立して、ＣＨ２基及びＮＲ４基（式中、
Ｒ４は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択
され；Ｄ１は水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、水酸基、アルコキシ基
、アリールオキシ基、アラルコキシ基及び下式の基
【化２】

（式中、各Ｒ５及びＲ６は水素原子、アルキル基、アラルキル基又はアリール基である。
）からなる群から選択される。）で表される構造を持ち、
該化学式（II）が下記

【化４】

（式中、Ｌ１及びＬ３は、独立して、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基、アリーレン基、アラル
キレン基及び置換アリーレン基からなる群から選択され；Ｌ２は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基、アリーレン基、アラルキレン基、置換アリーレン基、

【化５】

からなる群から選択され；Ｌ４は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基であり；Ｚ１、Ｚ２及びＺ

３は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基及びアラルキル基から選択され；Ｘ

３、Ｘ４、Ｘ５及びＸ６は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｙ１、Ｙ２及びＹ３は、独
立して、カルボニル基、スルホニル基又はメチレン基であり；Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４及びＤ５
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は、独立して、水素原子、アルキル基、ハロ基、水酸基、メルカプト基、メルカプトアル
キル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アラルコキシ基、アシルオキシ基、カルボキ
シル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカル
ボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカル
バモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（III）が下記

【化８】

（式中、Ｌ５は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基を表し；Ｘ７及びＸ８は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｒ１０及びＲ１１は、独
立して、水素原子、ハロ基、アルキル基及びシアノ基から成る群から選択され；Ｄ６、Ｄ

７及びＤ８は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ基、
水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカプト
アルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アリール
オキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、ア
ルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（IV）が下記
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【化１０】

（式中、Ｘ９及びＸ１０は、独立して、ＣＨ２基又はＮＲ４基（式中、Ｒ４は水素原子、
アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）であり；Ｒ１２は、水素原
子、アルキル基、アラルキル基、アリール基、アシル基、カルバモイル基、アルキルカル
バモイル基及びジアルキルカルバモイル基からなる群から選択され；Ｒ１３は、水素原子
、アルキル基、アリール基、アラルキル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリー
ルオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アルキルカルバモ
イル基及びジアルキルカルバモイル基からなる群から選択され；Ｒ１４及びＲ１５は、独
立して、水素原子、アルキル基、置換アルキル基及びアラルキル基からなる群から選択さ
れ；Ｒ１６は、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、水酸基、アルコキシ
基、アリールオキシ基、アラルコキシ基、及び

【化２】

（式中、Ｒ５及びＲ６は水素原子、アルキル基、アラルキル基又はアリール基から選択さ
れる。）からなる群から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（Ｖ）が下記

【化１２】

（式中、Ｌ６及びＬ７は、独立して、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ

１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ１１は、Ｏ、Ｓ、ＣＨ２基又はＮＲ１７基であり（式
中、Ｒ１７は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）；
Ｘ１２、Ｘ１３及びＸ１４は、独立して、Ｎ又はＣＨ基であり；Ｘ１５は、Ｏ、Ｓ及びＮ
Ｒ１８基（式中、Ｒ１８は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択
される。）から成る群から選択され；Ｄ９、Ｄ１０、Ｄ１１及びＤ１２は、独立して、水
素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラ
ルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、アシルオキシ基
、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラル
コキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジア
ルキルカルバモイル基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（VI）が下記
【化１４】

（式中、Ｌ８は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレ
ン基を表し；Ｘ１６は、Ｏ、Ｓ及びＮＲ１９基（式中、Ｒ１９は水素原子、アルキル基、
アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ１７は、Ｏ、Ｓ、ＣＨ

２基及びＮＲ２０基（式中、Ｒ２０は水素原子、アルキル基、アラルキル基及びアリール
基から選択される。）から選択され；Ｘ１８及びＸ１９は、独立して、Ｎ及びＣＨ基から
選択され；Ｄ１３及びＤ１４は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプ
ト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボ
ニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カ
ルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（VII）が下記
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【化１６】

（式中、ｍ及びｎは、独立して、１又は２であり；各Ｌ９及びＬ１０は、存在してもしな
くてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ２０及びＸ２１は
、独立して、ＣＨ基、ＣＨ２基、Ｎ及びＮＲ４基（式中、Ｒ４は水素原子、アルキル基、
アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ２２は、水素原子及び
ハロ基から選択され；各Ｄ１５及びＤ１６は、独立して、水素原子、アルキル基、アリー
ル基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ
基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキル
オキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシル
アミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、

【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（VIII）が下記
【化１８】

（式中、Ｌ１１は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキ
レン基を表し；Ｘ２３は、Ｎ又はＣＨ基を表し；Ｒ２１及びＲ２２は、独立して、水素原
子、アルキル基、アラルキル基、アリール基及びハロ基から成る群から選択され；Ｄ１７

、Ｄ１８及びＤ１９は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、
ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メ
ルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、
アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイ
ル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（IX）が下記
【化２０】

（式中、Ｌ１２は、存在してもしなくてもよく、存在する場合には、Ｃ１～Ｃ５のアルキ
レン基を表し；Ｘ２４は、Ｎ又はＣＨ基を表し；Ｒ２３は、水素原子、アルキル基、アラ
ルキル基、アリール基及びハロ基から成る群から選択され；Ｄ２０、Ｄ２１、Ｄ２２、Ｄ

２３及びＤ２４は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、アラルキル基、ハロ
基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メルカプト基、メルカ
プトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アリ
ールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ基、カルバモイル基
、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（Ｘ）が下記
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【化２２】

（式中、ｔは１又は２であり；各Ｌ１３は、存在してもしなくてもよく、存在する場合に
は、Ｃ１～Ｃ５のアルキレン基を表し；Ｘ２５及びＸ２６は、Ｎ及びＣＨ基から選択され
；Ｘ２７は、Ｎ、ＣＨ基、ＣＨ２基及びＮＲ２５基（式中、Ｒ２５は水素原子又はアルキ
ル基を表す。）から選択され；Ｒ２４は、水素原子、アルキル基、アラルキル基、アリー
ル基及びハロ基から選択され；Ｄ２５及び各Ｄ２６は、独立して、水素原子、アルキル基
、アリール基、アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリー
ルオキシ基、メルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、
アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基
、アシルアミノ基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル
基、

【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持ち、
化学式（XI）が下記
【化２４】

（式中、Ｘ２８は、ＣＨ２基、Ｏ、Ｓ及びＮＲ２６基（式中、Ｒ２６は水素原子、アルキ
ル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）から選択され；Ｘ２９は、Ｎ又は
ＣＨ基を表し；Ｘ３０は、ＣＨ２基又はＮＲ２７基を表し（式中、Ｒ２７は水素原子、ア
ルキル基、アラルキル基及びアリール基から選択される。）；Ｘ３１は、Ｎ又はＣＨ基を
表し；Ｄ２７、Ｄ２８及び各Ｄ２９は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基、
アラルキル基、ハロ基、水酸基、アルコキシ基、アラルコキシ基、アリールオキシ基、メ
ルカプト基、メルカプトアルキル基、カルボキシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシ
カルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アラルコキシカルボニル基、アシルアミノ
基、カルバモイル基、アルキルカルバモイル基、ジアルキルカルバモイル基、
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【化６】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、独立して、水素原子、アルキル基、アラル
キル基及びアリール基から選択される。）から選択される。）で表される構造を持つ医薬
組成物。
【請求項２９】
前記活性成分が下記
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【化２６】
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【化２７】
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【化２８】

から成る群から選択される請求項２８に記載の医薬組成物。
【請求項３０】
前記組成物が経口又は非経口投与のための組成物である請求項２８又は２９に記載の医薬
組成物。
【請求項３１】
前記組成物が更に第２の活性成分を含む請求項２８～３０のいずれか一項に記載の医薬組
成物。
【請求項３２】
ＴｒｋＢ受容体に接触し、それを活性化し又はそれを抑止することにより治療できる疾患
の治療を必要とする患者の疾患を治療するため又は神経細胞若しくはその他の細胞の生存
を促進するための薬剤であって、有効量の、下記
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【化２６】
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【化２７】
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【化２８】

のいずれかの化合物から成る薬剤。
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